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はじめにまず「上座」をとりあげる。
「上座」の座名は、ヨコザとムコザに大きく分かれるが、両者の
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
布
の
仕
方
か
ら
い
っ
て
、
ヨ
コ
ザ
が
古
く
ム
コ
ザ
は
新
しいということがまず考えられる。かつてこの地方一帯に分布して
い
た
ヨ
コ
ザ
が
、
後
で
平
野
部
に
発
生
し
た
ム
コ
ザ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
分
布
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ち
な
み
に、ヨコザは、越前の勝山市・大野市・足羽郡美山町や北加賀地方・
能
登
・
越
中
な
ど
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
ム
コ
ザ
の
分
布
は
他
の
地
方
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ム
コ
ザ
は
、
南
加
賀
地
方
の
平
野
部
で
単
独
に
発
生
し
た
こ
の
地
方
特
有
の
僅
語
で
あ
ろ
う
。
古
い
文
献
を
調
べ
て
み
て
も
、
ヨ
コ
ザ
の
例だとたとえば「四人召されて、よ｝」ざにつきぬ」（字津保物語・
吹上下）、「長七八尺許ナル猿、横座一一有り」（今昔物語・二十六）』
「むねとあると見ゆる鬼、横座にゐたり」（宇治拾遺物語・三）など、いく
ら
で
も
見
つ
か
る
が
、
ム
コ
ザ
の
例
は
や
は
り
見
出
せ
な
い
。
な
お
、
『
日
本
国語大辞典』ではヨコザの由来について、「①畳・敷物などを横ざ
ま
に
敷
い
て
あ
る
正
座
（
し
よ
う
ざ
）
。
上
席
。
②
囲
炉
裏
の
奥
正
面
の
家
長
の
す
わ
る
席
。
そ
の
席
だ
け
囲
炉
裏
に
沿
っ
て
横
長
に
敷
物
が
敷
い
て
あ
る
と
ころからいう。」と説明している。
それでは、南加賀地方の平野部ではどうして「上座」をヨコザと
呼ばずにムコザと呼ぶようになったのであろうか。「上座」と「客
座
」
の
名
称
が
逆
に
な
っ
て
い
る
Ｂ
類
と
Ｃ
類
を
と
り
あ
げ
、
検
討
を
加
え
て
みよう。
Ｂ
類
と
Ｃ
類
と
の
間
に
は
、
Ｂ
類
の
「
ヨ
コ
ザ
（
上
座
）
・
ム
コ
ザ
（
客
座
）
」
に
対
す
る
Ｃ
類
の
「
ム
コ
ザ
（
上
座
）
・
ヨ
コ
ザ
（
客
座
）
」
と
い
っ
た大きな相違が認められるが、両者の関係については、「上座」の
名称についてすでに行なった推定に即して考えれば、Ｃ類よりもＢ
4０
Ｐ
●
■
属面
|e9b
犬 ＃加檀
序
瞳i劃
祠
、
■
（
●￣●￣●、
●
￣● ￣●
￣･へ●
■
（／:！;、
■c－Ｃ－０
－０へ
r△ 13”
￣
|雁
類のほうが古いということになる。それでは、Ｂ類からＣ類への変
化は、どのような事情によって行なわれたのであろうか。この問題
については、次のようなことが考えられる。すなわち、かつてＣ類
の分布地域にも「上座」をヨコザ、「客座」をムコザと呼ぶＢ類と
同じ言い方が分布していたのが、過去のある時期に、ことばの由来
のわからなくなったヨコザに、「上座よりもむしろ上座の横にある
座をヨコザといったほうが理窟に合っている」といった民衆語源が
加わって「上座」の横の「客座」や「主婦座」をヨコザと呼ぶよう
になったため（注１）、それまで「客座」をさしていたムコザがヨ
コザに代わって「上座」をきすようになり、Ｃ類仙の「ムコザ（上
座）・ヨコザ（客座・主婦座）」の出現を見ることになったものと
推測される。
その場合、「主婦座」の名称が「上座」へ動かずに「客座」のム
コザが動いたのは、ヨコザに対するムコザという語形の類似や、ム
コザの「婿」と「上座」に坐る主人との間に「男性」という共通の
特性を認めたという事情などによるものと思われるが、そのほかに
「上座は奥のほう、つまり向こうにあるからムコーザと呼んでも
よい」といった民衆語源がムコザに加わって「上座」をムコザと呼
ぶようになったという事情も考えられる（注２｛越中の東鮒波郡福光
町・城端町・庄川町・井波町・平村などには「上座」をオクザと呼ぶ言
い方が行なわれているが、これも、「上座は奥のほうにあるからオ
クザと呼んでもよどといった民衆語源が働いて新たに生じたこの
地方特有の浬語であろうと思われる。ちなみに、オクザの分布は他
の地方には見られず、また古い文献にも出てこない。民衆語源の働
きによるこうした一連の動きは、町部を中心に生じたいわば一種の
合理化の傾向と見ることができよう。
「客座」の名称に関してはいま一つ問題となることがある。それ
は、Ｂ類のムコザとＡ類仙②③側のオトコザとではどちらが古いか
という問題である。ムコザが大聖寺川上流と手取川上流とに分かれ
て分布し、その下流にはオトコザが分布しているという点に着目し
た場合には、ムコザのほうがオトコザよりも古そうに思われてくる
が
、
も
っ
と
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
石
川
・
富
山
両
県
の
分
布
全
体
を
眺
め
て
み
る
に、ムコ系の語がこの地域にしか分布していないのに対し、オトコ
系の語（オトコザ・オトコジロ・オトコイリ・オトコザシキなど）
は、北加賀・能登・越中などにも広く分布しているので、「客座」
をさすムコ系の語についても「上座」をさすムコザの場合と同様、
やはりこの地域における単独発生と見たほうがよさそうに思う。お
そらく、過去のある時期に、この地域で、「客座」ヘ坐る「男」は、
「上座」へ坐る「男」とは違うということをことばの上でも示そう
とする意識が働いて「客座」の座名にオトコからムコ（婿）への変
化が起こり、ムコ系の語の出現を見ることになったものと推測され
る
。
町
部
を
中
心
と
す
る
合
理
化
の
傾
向
は
こ
こ
に
も
ま
た
見
ら
れ
る
。
南
加
賀地方の平野部では、それがさらに前述のような事情によってヨコ
ザに変わり、現在見られるような分布を示すことになったものと考
えられる。この変化は、大聖寺川上流にはまだ及んでおらず、ここ
には今もなお「客座」のムコザが分布している。
大聖寺川上流に分布するムコ系の語と手取川上流に分布するムコ
系の語との関係については、前者の侵入・伝播による後者の成立と
いうことが考えられるが、あるいはそうではなくて、手取川上流で
も単独にムコ系の語が発生したのかもしれない。大聖寺川流域の山
代（閲・弘）にはキャクザが分布しているが、これは、標準語の影
響による新しい語と思われる。
「客座」については以上にとどめ、次に、「主婦座」について述
べる。オトコ・ムコとの関係からすれば、，カカザ（カカジロも含む。
4１
以下同じ。）化メロザがもとではないかということがまず考えられる
が、しかし、分布の状態を見るとどうもそうではないようで、逆に、
タナマエのほうがカカザ・メロザよりも古そうに思われる。タナマ
エが手取川流域、大聖寺川流域に広く分布しているのに対し、カカ
ザ・メロザは、別宮（記・別）・瀬戸（船・過）・五味島（妬・泥）
などに散在しているにすぎないからである。これらの地点に分布す
るカカザ・メロザは、古いものの残存ではなくて、オトコ系・ムコ
系の語に触発されて生じた新しい語であろうと思われる。他の地方
の分布を見ると、越中五箇山にはカカザ、ロ能登にはニョーポーイ
リ、メロイリ、奥能登内浦にはカカザシキが分布しているが、これ
らについても、同様の事情による単独発生ということが考えられる。
なお、奥能登の輪島市・柳田村には、タナマエと同源の語と思われ
るタナモトが分布している。タナマエの例は古い文献には見られな
いが、タナモトの例は多く、たとえば、「棚もとその外掃除をきれ
いにして置たり」（醒睡笑・八）》「今ぞたうときおなり成けるた
なもとにつかはれし身を引上て」（新増犬筑波集・抽糟・雑）など
の例が見られる。ただし、意味はちがっていて、「台所」や「勝手
元」「流し元」を萎一す。タナマエは、このタナモトから出てきた語
であろう。手取川上流の白峰村白峰（妬・妬）・桑島（船・蝿）・
風嵐（巧・稲）・大道谷（泥・過）にはナベザが分布しているが、
これは越前の影響によるものであろう。越前の勝山市・大野市・足
羽郡美山町にもナベザが広く分布している。白峰村方言の特色は、
すでに拙稿（注３）でも述べてあるように、古風な言い方と勝山方
面からはいり込んでくる新しい言い方との併存という点にある。
次に「下座」について述べる。まず、白峰村一帯に分布するスエ
ザについていえば、これは、古いことばの残存と解釈される。なぜ
かというに、スエザは、飛騨の大野郡白川村にも分布し、また、奥
能登の輪島市南志見地区にもスエザの訓語と思われるセーザ（下座）
やオトコセーザ（客座）が分布しているからである。おそらく古く
は
こ
の
地
方
一
帯
に
ス
エ
ザ
が
分
布
し
て
い
た
の
が
、
後
で
ひ
ろ
ま
っ
て
き
た
シモザの影響を受けて消えてしまい、白峰村や白川村・奥能登など
の辺地にだけ残ったものと推測される。古い文献においても、スエ
ザのほうがシモザよりもいくらか早く現れるようである。たとえば、
スエザについては、「酒の座敷でははるかのすへざまでもつねにめ
をかけ、こと葉をかけ給ふくし」（極楽寺殿御消息・第八十一条）、
「京都にのぼり、如何にしても本所のすへざにつらなりて」〈曾我
物語・四）、「のこの目（スエザ）。またはバッザ。」（日葡辞書）
などの例が見られるし、また、シモザについては、「それはくつぬ
ぎと云て下座じゃ」（虎明本狂言・莊荘頭）「蚕日・目（シモザ）。また
はスエザ］（日葡辞書）などの例が見られる。『日葡辞書』に見えるパッ
ザは、現在この地方には分布していないが歴史の古い語のようで、
「
末
座
集
会
分
ハ
ッ
サ
」
（
色
葉
字
類
抄
）
「
末
座
の
者
に
て
あ
り
し
かば」（金刀比羅本平治物語・下）などにまで遡る。なお、阿手（“
・蛆）、五味島（“・沼）・深瀬（“・顕）・大土孟・狙）に分
布するウラジロや内尾（記・羽）・木滑新（師・妬）・東二口（“
．弱）に分布するクチナジロについては、これらの地点における単
独発生ということが考えられるし、また、中宮（師・妬）・尾添（“
．、）・東荒谷（“・兜）に分布するシタジロについても、シモジ
ロに触発されて出来た新しい語形ということが考えられる。
これまで述べてきたことをまとめて示せば、この地方における「い
ろ
り
」
の
座
名
の
変
遷
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
「上座」ヨコ
ザ
↓
ム
コ
ザ
「客座」
4２
お
わ
り
に
この地方における「いろり」の座名の変遷も、すでに鏡味明克氏
が、「岡山鳥取兵庫三県境にみるいろりの座名の意味構造の変化」
（民俗建築田・侭）の中で述べておられるように、「いろり」の機
能消失という事情を背景に行なわれた、生活機能名称から位置名称
への変化として捉えられる。ヨコザを「上座の横の座」と解して「客
座」や「主婦座」をさすに用いるとか、ムコザを「向こうの座」と
二慰拝識…
ウ
ラ
ジ
ロ
これを座名の体系にあてはめると、体系としての変遷は、概ね次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
Ａ類仙②③側刎Ａ類⑤⑥、⑧↓Ａ類⑨Ⅲ
Ｂ類↓Ｃ類↓Ｄ類仙②③↓Ｄ類側
平野部では「いろり」そのものが早くから使われなくなってきて
いるため、座名もまた次第に忘れられていきつつある。この傾向が
さらに進めば、「いろり」の座名をまったく持たないＥ類が全域に
分布するようになるであろう。その兆候はすでにＡ類の⑨川やＤ類
の四に色濃く現れている。
「下座」 オト
コ
ザ
↓
ム
コ
ザ
↓
ヨ
コ
ザ
↓
キ
ャ
ク
ザ
「主婦座」
タナマェ慰撫ナベザ
（注１）こうした現象は各地に見られるようで、鏡味明克氏の「岡
山兵庫県境のいろりの座名の消滅の型」（民俗建築、）にも、
「主婦座や客座ヘョコザが主人座の「横座」で移る」（妬ペー
ジ）とある。
（注２）「上座」をムコザ、「客座」と「主婦座」をヨコザと呼ぶ
ようになった事情については、このほかに、家屋構造と「いろ
り」の向き、といった観点からも検討を加えてみる必要がある
『７。
（注３）拙稿「石川県手取川流域の方一言分布」（金沢大学教育学部紀
要鋼）参照。
（金沢大学教授）
解
し
て
「
上
座
」
を
さ
す
に
用
い
る
と
か
い
っ
た
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ス
エザからシモザヘの変化もこれに含めることができるかもしれない。
こ
れ
へ
カ
ミ
ザ
が
加
わ
れ
ば
、
こ
の
傾
向
は
、
い
っ
そ
う
顕
著
な
も
の
と
な
る
であろうが、しかし、「いろり」そのものが急速に失われつつある
現状から考えるに、この地方における「いろり」の座名は、カミザ
が普及しないうちにおそらく消えてしまうことになろう。
4３
